
市
民
会
館�

市
公
会
堂�

長
崎
県�

勤
労
福
祉
会
館�

市
役
所�

別
館�

市
役
所�

長崎警察署�

中央支部�

NBC

長崎駅�

P

P

◎ＪＲ　長崎駅下車徒歩15分�

◎バス　市役所前下車徒歩2分�

◎電車　市公会堂前下車徒歩3分�

● 金子三智郎後援会事務所案内地図�

金子三智郎後援会事務所�

桜町電停�

公会堂前電停�

桜町電停�

統
一
自
治
体
選
挙
に
勝
利
し

仕
事
確
保
を
図
ろ
う
�

建設長崎金子後援会事務所開き
二
月
十
五
日
�
長
崎
原
爆
資

料
館
ホ
ー
ル
で
、「
建
設
長
崎

２
・
１５
生
活
危
機
突
破
総
決
起

集
会
」
を
開
催
。

組
合
員
・
青
年
部
・
主
婦

会
・
書
記
局
・
支
持
労
組
合
わ
せ

て
二
八
〇
名
が
結
集
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
工
藤
副
委
員
長

の
開
会
挨
拶
の
後
、
主
催
者
を

代
表
し
て
相
川
執
行
委
員
長
よ

り
「
私
た
ち
建
設
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
い
ま
だ
景
気
回
復
の

兆
し
が
見
え
な
い
。
仲
間
の
生

活
を
守
る
た
め
、
賃
金
と
仕
事

の
確
保
の
運
動
に
結
集
し
よ
う
。

そ
の
た
め
に
、
四
月
の
統
一
自

治
体
選
挙
で
の
金
子
県
議
二

期
目
の
必
勝
と
推
薦
議
員
の

勝
利
に
向
け
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」と
挨
拶
。

来
賓
と
し
て
、
社
民
党
長

崎
県
連
よ
り
熊
江
の
り
こ
副

代
表
、
推
薦
議
員
の
野
口
達

也
市
議
、
池
田
章
子
市
議
の

三
名
よ
り
連
帯
と
激
励
の
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

二
期
目
の
勝
利
を
め
ざ
す

金
子
県
議
か
ら
は
「
大
企
業

は
大
幅
な
利
益
を
あ
げ
て
い
る

中
、
私
た
ち
労
働
者
の
生
活
は

未
だ
低
迷
し
た
ま
ま
で
す
。
私

た
ち
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
、
も
う
一
度
、
私
を

県
議
へ
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
戦
い
抜
く
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

北
村
副
委
員
長
か
ら
当
面
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
提
案
、
続

い
て
金
子
総
合
選
対
の
中
嶋
事

務
局
長
よ
り
お
願
い
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
北
村
亮
樹
青
年
部

長
に
よ
る
集
会
決
議
が
力
強
く

読
み
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
全
員

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
副
委
員
長
の
閉
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
相
川
執
行
委
員
長

の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
三
唱

で
閉
会
し
ま
し
た
。
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No.549
２０１１年３月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町１７番５８号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●田上一郎

仕事と賃金を確保する
為にも、統一自治体
選挙を勝利しよう！

４
月
１
日
告
示
・
４
月
１０
日
投
票

金子三智郎後援会（本番事務所）－地区労会館内

〒８５０‐００３１長崎市桜町９‐６ �０９５‐８２４‐４０８７

一人があと一人の紹介を！
ラストスパートに全力を尽くそう！

22・・1155
総総決決起起
集集会会

3

２月１３日�に金子三智郎後援会の事務所開きが行われ、
建設長崎・支持労組・一般後援会の皆さんの出席で開催
されました。
活動の拠点となる事務所に、約９０名の後援者が集まり
ました。明石総合選対長は「もう一度金子を県政に押し
上げて欲しい」と挨拶。金子県議も「今一度ご支援、ご
協力をお願いします」と訴えました。

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）３月１５日発行建 設 長 崎第５４９号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�
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後期�
拡大�

対 象 者

対 象 物

補助対象工事

補助対象額

募集
期間

未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
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一
月
二
十
八
日
開
催
の
第
四

回
本
部
執
行
委
員
会
で
、
後
期

拡
大
目
標
を
二
五
〇
名
に
設
定

し
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

長
期
不
況
、
仕
事
不
足
で
転

職
や
廃
業
等
、
組
織
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
昨
年
十

一
月
の
組
織
数
は
六
九
九
八
名

と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う

な
厳
し
い
情

勢
の
中
で
も

昨
年
の
前
期

拡
大
行
動
で

は
市
南
支
部

西
彼
支
部
が

目
標
を
見
事

達
成
し
、
全

体
で
は
、
一

一
五
名
の
新

し
い
仲
間
が
加
入
し
ま
し
た
。

後
期
拡
大
行
動
は
、
昨
年
十

二
月
か
ら
今
年
五
月
ま
で
の
六

ヶ
月
間
で
す
。

特
に
二
月
〜
三
月
の
税
金
申

告
時
や
健
康
保
険
の
更
新
時
期

で
事
務
所
を
訪
れ
る
組
合
員
や

家
族
の
皆
さ
ん
も
多
く
な
り
ま

す
。
未
加
入
者
の
情
報
収
集
に

努
め
る
一
方
で
拡
大
行
動
日
を

設
定
し
、
集
中
し
た
訪
問
行
動

を
行
い
ま
す
。

組
合
に
未
加
入
の
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
声
か
け

て
い
た
だ
き
、
ご
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
。
（
組
織
部
よ
り
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
四
月

の
県
議
会
議
員
選
挙
ま
で
後
わ

ず
か
で
す
、
皆
さ
ん
方
の
力
強

い
ご
支
援
で
四
年
前
に
県
議
会

に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
議
席
を
死
守
す
る
た
め
に

全
力
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

県
議
会
は
三
月
十
八
日
ま

で
、
一
期
日
最
後
の
議
会
が

開
催
中
で
す
。

今
回
の
議
会
は
当
初
予
算

を
議
題
と
し
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
三
年
度
の
当
初
予
算

の
総
額
は
、
一
般
会
計
七
〇

九
〇
億
四
八
九
五
万
八
千
円
、

特
別
会
計
二
九
二
億
四
八
四

八
万
六
千
円
、
企
業
会
計
六

九
億
二
四
九
六
万
一
千
円
で
あ

り
、
一
般
会
計
の
伸
び
率
は

三
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
ま
た
小
規
模
改
修
事
業

費
と
し
て
五
億
円
を
計
上
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

県
内
の
中
小
企
業
の
受
注
機

会
の
拡
大
を
図
る
、
小
規
模
改

修
事
業
費
に
つ
い
て
、
二
十
二

年
度
十
一
月
補
正
予
算
に
前
倒

し
計
上
し
た
、
二
十
三
年
度
当

初
予
定
分
一
〇
億
円
に
加
え
、

今
回
当
初
予
算
に
五
億
円
を
追

加
計
上
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
関
連
質
問
と
し

て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成

制
度
の
実
現
に
向
け
て
、
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
予
算
の
手
配

が
出
来
な
い
事
に
よ
り
、
今
回

の
実
施
は
難
し
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
、
景
気
回
復
の

切
り
札
と
な
る
こ
と
は
確
実
な

事
実
で
す
。

二
期
目
に
実
現
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
事
項
と
し
て
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
に
は
市
民
に
対

し
て
政
策
の
一
端
を
街
頭
か
ら

訴
え
て
い
ま
す
。
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
反
対
、
非
正
規
雇
用

の
解
消
、
平
和
の
実
現
、
核
の

根
絶
等
々
を
訴
え
て
い
ま
す
。

佐世保市は、市民の居住環境の向上と地域経済の活性化を図るた

め、市民が自己の居住する住宅を、市内の施工業者を利用して住宅

のリフォームを行う場合に、その経費の一部を助成することとなり

ました。

増改築・リフォーム工事に対し

工事費の１０％、最大１０万円
補助�

●市内にお住まいの方で、住民登録または外国人登録をしている方
●住宅の所有者であり、かつ現に居住している方
●市税を滞納していない方
※本補助金の交付申請は１回限りです。

●自己が所有し居住している市内の住宅
●マンション等集合住宅の場合は専有部分
●店舗等との併用住宅の場合は自己居住部分

●市内に事業所を有する業者が施工する２０万円以上
（消費税及び地方消費税含む）の補助対象工事で、
かつ未着手の工事
●他制度の補助を受けていない工事
〈補助対象工事〉
■住宅の修繕・補修・改築・増築工事
※造園・門扉・ブロック塀等の外構工事や車庫・倉庫の設置等は対
象外です。

●補助対象工事に要する費用の１０％に相当する額（※千円未満は端数切
り捨て）
ただし、補助金の額が１０万円を超える場合は１０万円を限度とします。

平成２３年４月１日～平成２４年２月２９日

（※申請額が４，２００万到達した時点で受付を終了します）

受付場所：佐世保市役所 農水商工部

産業振興課（郵送不可）

電 話：０９５６‐２４‐１１１１（内線３０８４・３０８５）

住 所：佐世保市八幡町１番１０号

賃金アンケート集計結果
―ご協力ありがとうございました―

二
〇
一
〇
年
秋
に
実
施
し
た

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
二
九
一

四
名
（
常
用
・
手
間
請
層
一
三

七
三
名
、
一
人
親
方
層
八
八
一

名
、
親
方
層
六
六
〇
名
）
の
回

答
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

〈
平
均
受
取
賃
金
〉

大
工
常
用
・
手
間
請

一
二
、
九
三
四
円

大
工
一
人
親
方一

三
、
七
四
六
円

大
工
含
む
全
職
常
用
・
手
間
請

一
二
、
五
二
三
円

全
職
一
人
親
方一

三
、
四
九
九
円

一
日
の
就
労
時
間

八
・
二
時
間

一
ヶ
月
の
平
均
労
働
日
数

一
七
・
五
日

県
議
会
だ
よ
り

４１

４月１日
より 佐世保市住宅リフォーム緊急支援事業

大工を含む全職

一人親方

１３，４９９円

（１３，４５３円）

８．１時間（８．０）

１６．９日（１６．８）

２９７．２万円

（３１０．９万円）

１６，６９８円

４３９．６万円

常用・手間請

１２，５２３円

（１２，５１５円）

８．２時間（８．２）

１８．０日（１７．１）

２８０．０万円

（２６２．７万円）

１５，２９８円

４０４．６万円

大 工

一人親方

１３，７４６円

（１３，５６６円）

８．３時間（８．１）

１５．５日（１４．６）

２６８．７万円

（２８１．８万円）

１６，４１８円

４０５．７万円

常用・手間請

１２，９３４円

（１２，９３１円）

８．２時間（８．３）

１７．７日（１６．４）

２７４．９万円

（２６０．３万円）

１５，６２５円

４０５．４万円

就 労 形 態

平 均 賃 金

就 労 時 間

労 働 日 数

年 収

希望賃金（日額）

希 望 年 収

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

※（ ）内は前年調査結果

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４９号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）３月１５日発行
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「四方転び踏み台」�

各支部対抗ソフトボール大会開催のお知らせ各各支支部部対対抗抗ソソフフトトボボーールル大大会会開開催催ののおお知知ららせせ

�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

（
金
子
三
智
郎
会
長
）
と
長
崎

県
建
設
産
業
労
働
組
合
（
相
川

哲
男
執
行
委
員
長
）
は
、
一
月

十
九
日
、
長
崎
全
日
空
ホ
テ
ル

で
、
二
〇
一
一
年
中
小
建
設
業

者
新
春
研
修
会
・
交
流
会
を
盛

大
に
開
い
た
。

研
修
会
は
、
長
崎
県
副
知
事

藤
井
健
氏
を
講
師
に
、「
ア
ジ

ア
軸
の
構
築
と
長
崎
の
再
生
」

と
題
し
て
、
七
四
名
の
受
講
者

の
前
で
、長
崎
港
が「
国
際
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
」
と
し
て
の
機
能
を

再
び
確
立
し
、
都
市
の
再
生
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、「
上

海
航
路
復
活
」
が
不
可
欠
。

日
中
新
時
代
を
迎
え
た
今
、

「
上
海
航
路
復
活
」
の
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
。

新
幹
線
と
国
際
・
離
島
航
路
の

接
続
等
に
よ
り
広
域
交
通
機
能

の
魅
力
を
強
化
す
る
「
国
際

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
の
再
構

築
」
等
を
一
時
間
に
わ
た
り
説

明
し
、
研
修
会
終
了
。

引
き
続
き
、
県
、
市
、
関
係

業
界
・
団
体
、
両
団
体
か
ら
約

一
五
〇
名
が
参
加
し
、
新
春
交

流
会
を
開
催
し
た
。

は
じ
め
に
、
平
出
副
会
長
が

開
会
を
宣
言
。
続
い
て
、
金
子

会
長
は
、「
厳
し
い
建
設
業
界

の
状
況
で
は
あ
る
が
、
県
議
会

で
も
県
庁
舎
の
建
設
に
速
や
か

に
着
手
す
べ
き
だ
と
す
る
意
見

書
が
採
択
さ
れ
、
我
々
の
厳
し

い
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
県

内
業
者
が
受
注
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

来
賓
の
藤
井
副
知
事
は
、「
建

設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
建

設
産
業
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

皆
様
方
に
は
、
地
域
の
経
済
・

社
会
活
動
を
支
え
る
と
と
も
に
、

住
民
の
環
境
を
向
上
さ
せ
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
、
大
変
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

県
と
し
ま
し
て
も
、
地
域
の
中

小
企
業
の
経
営
安
定
と
雇
用
確

保
の
た
め
、
国
や
金
融
機
関
、

関
係
団
体
、
地
元
自
治
体
と
一

体
と
な
っ
て
、
で
き
る
か
ぎ
り

の
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

厳
し
い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
皆

様
方
と
一
緒
に
な
っ
て
知
恵
を

出
し
合
い
、
活
力
に
溢
れ
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い

け
る
長
崎
県
の
実
現
に
、
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
」
と
挨
拶
。

こ
の
ほ
か
、
長
崎
市
の
椎
木

副
市
長
が「
長
崎
市
も
、市
民
・

中
小
建
設
業
者
に
対
し
、
出
来

う
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
。
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
発
展

を
祈
っ
て
い
る
」
な
ど
と
、
田

上
市
長
の
代
理
で
祝
辞
を
述
べ

た
。祝

辞
の
後
、
金
子
会
長
、
相

川
執
行
委
員
長
ら
に
よ
る
鏡
開

き
を
行
い
、
前
田
富
雄
顧
問
の

乾
杯
に
よ
り
懇
談
に
入
っ
た
。

田
上
市
長
も
出
張
先
の
東
京

か
ら
戻
り
懇
談
に
合
流
さ
れ
た
。

途
中
、
来
賓
の
方
々
に
福
引

の
抽
選
を
し
て
頂
き
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者

が
親
睦
を
深
め
た
。

最
後
は
、
高
谷
副
会
長
の
三

本
締
め
、
森
副
会
長
の
閉
会
の

こ
と
ば
で
終
了
し
た
。

一
月
二
十
五
日
�
セ

ン
ト
ヒ
ル
長
崎
に
お
い

て
、
建
設
長
崎
本
部
主

婦
会
新
春
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
部

四
役
を
は
じ
め
、
各
支

部
長
、
金
子
県
議
、
明

石
総
合
選
対
長
、
野
口

市
議
、
池
田
市
議
を
お

迎
え
し
、
総
勢
百
四
十

三
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
金
子
本
部
副
会

長
の
開
会
挨
拶
、
岡
�

本
部
主
婦
会
長
の
挨
拶

の
後
、
相
川
執
行
委
員

長
よ
り
組
合
の
現
況
と

抱
負
を
含
め
た
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
金
子
県

議
の
県
政
報
告
、
来
賓
挨
拶
、

役
員
紹
介
の
後
、
工
藤
副
委
員

長
の
乾
杯
で
懇
親
会
に
移
り
ま

し
た
。
馬
場
、
渡
辺
両
副
会
長

に
よ
る
祝
舞
に
始
ま
り
、
毎
年

恒
例
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
、

各
支
部
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し

た
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
余
興
に
は
各
支
部
の
支
部

長
さ
ん
達
に
も
参
加
し
て
頂
き
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
楽
し
い
時

間
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。

最
後
に
馬
場
本
部
副
会
長
の

閉
会
挨
拶
、
北
村
副
委
員
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
新
春
の
つ

ど
い
を
終
了
し
ま
し
た
。

建建設設長長崎崎青青年年技技能能競競技技大大会会
開催日時 平成２３年５月２２日�
受付時間 午前８時３０分

開始時間 午前９時予定

終了時間 午後５時予定

開催場所 長崎県立長崎高等技術専門校

（西彼杵郡長与町高田郷５４７‐２１）

競技課題 「四方転び踏み台」勾配１０分の３

競技時間 ６時間１５分（製図及び実技）

参加資格 原則的には３５歳以下の者

主 催 建設長崎技術対策部・青年部

審査委員 建設長崎技術技能対策部役員

表彰対象 上位３名の表彰と参加者全員に

参加賞を授与いたします。

日 時 平成２３年５月１５日�
集 合 午前９時 開会 ９時３０分

※雨天中止

場 所 琴海町北部グラウンド

参 加
チーム

各支部１チーム（１５チーム）

試 合 �トーナメント方式
�７回戦とし、５０分。（その回の裏まで行う）
但し、同点の場合はジャンケンで勝負を決定します。

投 法 スローピッチ投法（チーム編成 １０人制）

年 齢 ４５歳以上が常時２名出場

参加希望者は所属支部へお申し出下さい。

本部主婦会新春の集い
県下１５支部より１４３名が集う
－趣向を凝らした出し物続出－

中小建設業者新春交流会

二
〇
一
一
年
中
小
建
設
業
者

上
位
三
名
が

全
国
技
能
競
技
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

新新
春春
研研
修修
会会
（（
藤藤
井井
副副
知知
事事
講講
師師
））

新新
春春
交交
流流
会会

一一
五五
〇〇
名名
でで
賑賑
うう

中
小
建
設
業
者
新
春
交
流
会

田
上
市
長
あ
い
さ
つ

あなたもチャレンジ
してみませんか

中
小
建
設
業
協
会
新
春
交
流

会
記
念
講
演

藤
井
副
知
事

主婦会新年のつどい

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）３月１５日発行建 設 長 崎第５４９号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�
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に
ぎ
や
か
な
四
せ
だ
い

伊
藤

愛
（
小
学
五
年
）

新
し
い
家
族
が
で
き
九
人
家

族
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
家
族

は
、「
ひ
ぃ
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
・
お

じ
ぃ
ち
ゃ
ま
・
お
ば
ぁ
ち
ゃ

ま
・
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
・

た
く
と
兄
ち
ゃ
ん
・
自
分
・
あ

み
・
か
い
と
」。
毎
日
が
と
て

も
に
ぎ
や
か
で
、
楽
し
い
で
す
。

今
ま
で
せ
ま
い
団
地
に
す
ん

で
い
た
の
で
新
築
に
す
み
始
め

て
自
分
で
も
広
い
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
特
に
う
れ
し
い
と
思
っ

た
こ
と
は
自
分
の
部
屋
が
で
き

た
こ
と
で
す
。
今
ま
で
四
人

き
ょ
う
だ
い
全
員
で
一
つ
の
部

屋
を
使
っ
て
い
た
の
で
せ
ま
す

ぎ
て
い
や
で
し
た
。
だ
け
ど
今

自
分
の
部
屋
が
で
き
て
広
び
ろ

と
宿
題
が
で
き
て
う
る
さ
く
な

い
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

家
を
建
て
て
く
れ
た
、
お

じ
ぃ
ち
ゃ
ま
、お
父
さ
ん
、ひ
ぃ

じ
い
ち
ゃ
ん
な
ど
に
感
謝
し
た

い
で
す
。
ご
は
ん
を
食
べ
る
時

今
ま
で
食
卓
台
が
小
さ
す
ぎ
て

夕
食
な
ど
ゆ
っ
く
り
食
べ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
だ
け
ど
お
父
さ

ん
、
お
じ
ぃ
ち
ゃ
ま
が
長
い
食

卓
台
を
作
っ
て
く
れ
た
お
か
げ

で
家
族
全
員
で
食
べ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
九
人

家
族
は
と
て
も
多
い
け
ど
そ
の

分
に
ぎ
や
か
で
た
の
し
い
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
じ
ぃ
ち
ゃ
ま
は

大
工
さ
ん
で
家
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

体
に
き
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

☆
伊
藤
支
部
長
の
お
孫
さ
ん
で
、

大
家
族
に
な
り
嬉
し
さ
を
新
聞

に
載
せ
た
い
し
、
本
を
読
む
の

が
好
き
で
図
書
カ
ー
ド
も
ほ
し

か
っ
た
そ
う
で
す
。（
笑
）

長
建
国
保
加
入
者
の
受
診
率
は
全
国
的
に
も
低
い
状
況
で
す

不
規
則
な
生
活
習
慣
（
食
生

活
・
運
動
不
足
・
喫
煙
等
）
に

よ
り
発
症
す
る
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
を
総
称
し
て
生
活

習
慣
病
と
言
い
、
日
本
人
の
死

因
約
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
生
活
習
慣
病
の
有
病
者
と

予
備
群
は
男
性
女
性
と
も
に
、

二
人
に
一
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
は
、

特
に
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
す

る
の
で
異
常
を
確
認
す
る
た
め

に
は
毎
年
の
健
診
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で

昨
年
と
今
年
の
結
果
を
比
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
異
常

が
出
る
前
の
段
階
で
身
体
の
変

化
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
診
で
異
常
が
見
つ
か
り
通

院
治
療
等
で
予
防
・
改
善
で
き

る
症
状
も
、
健
診
を
受
け
な

か
っ
た
こ
と
で
身
体
の
異
常
に

気
づ
く
こ
と
が
遅
れ
、

状
態
が
重
症
化
、
更

に
は
入
院
を
要
す
る

場
合
も
想
定
さ
れ
ま

す
。私

達
長
建
国
保
加

入
の
健
診
受
診
者
数

は
、
平
成
二
十
一
年

度
実
績
で
一
、
九
七

五
名
・
受
診
率
二

四
・
五
％
（
全
国
平

均

四
〇
・
五
％
）

と
、
全
国
的
に
低
い

受
診
率
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
未

受
診
者
（
約
六
、
〇

〇
〇
名
）
の
中
で
、
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
に
身
体
の
異
常
や
進
行
を
見

過
ご
し
て
し
ま
っ
た
方
も
い
る

の
で
は
？
と
大
変
危
惧
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

今
日
ま
で
何
等
か
の
事
情
で

健
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
皆

様
も
、
ご
自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
組
合
の
人
間
ド
ッ
ク
や

健
康
診
断
を
健
康
づ
く
り
に
ご

活
用
下
さ
い
。

組
合
主
催
の

巡
回
型
健
診

＝

今
秋
実
施
、
詳
細
は
後
日＝

昨
年
実
施
し
た
巡
回
型
健
診

（
諫
早
市
・
佐
世
保
市
）
で
は
、

多
数
の
方
が
受
診
さ
れ
、「
仕

事
が
休
み
で
良
か
っ
た
」「
病

院
に
予
約
す
る
の
が
面
倒
」
等
、

好
評
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
二
十
三
年
度
で
は
、

昨
年
の
二
会
場
も
含
め
て
県
内

数
ヶ
所
に
お
い
て
土
日
を
利
用

し
た
組
合
独
自
の
巡
回
型
健
診

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

時
・
会
場
が
確
定
次
第
、
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成２１年度メタボ健診

健診受診率２４．５％
未受診者 約６，０００名

平成２３年度
人間ドック実施のお知らせ

長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環として、疾病の予防
と早期発見により健康管理の一層の推進を図る為、組合員と配偶者（主婦）
の「１泊２日」、「日帰り」の人間ドックを実施します。
■受診対象者
●長建国保加入の組合員
●配偶者（主婦）
【条件】 �平成２３年６月１日現在において

１泊２日 満４０歳以上の方
日帰り 満３５歳以上の方
�保険料を完納している組合員

■受診料（受診者の個人負担額）
個人負担額 １泊２日 受診者１人につき１５，０００円

日帰り 受診者１人につき６，０００円
※申込の際に所属支部事務所で必ず納入して下さい。
■申込方法
受診申込は、所属支部事務所までお願致します。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）
■実施期間
平成２３年４月１日から翌年１月末まで実施致します。
※４月に所属支部事務所で申込を行った場合でも、病院側の受け入れ態
勢等の都合により必ずしも４月に受診出来るとは限りませんのでご了
承下さい。

■検診の内容
�身体検査 �血圧測定 �心電図検査 �眼底検査 �尿検査
�便検査 �血液検査 �肺機能検査 	胸部Ｘ線検査

胃部Ｘ線検査 �超音波検査 �骨密度Ｘ線検査 体力測定
�婦人科検診（子宮癌、乳癌） 等
※検査内容は、病院によって多少異なります。
■実施医療機関（予定）
・ながさき内科リウマチ科病院 ・さとう内科医院
・虹が丘病院 ・長崎原爆病院
・福田ゆたか外科医院 ・日赤諫早病院
・大村市民病院 ・佐世保中央病院
・久保内科病院 ・平戸市民病院
・五島中央病院
※受診対象者（男性、女性）、受診区分（１泊２日、日帰り）、婦人科検
診内容（乳癌、子宮癌）等、詳しくは所属支部事務所までお問い合わ
せ下さい。

建築施工管理技士【建築】
受験対策講習会のお知らせ

受講申込受付 今月より随時受付

講 習 場 所 長崎建設技術専門学院（城山町１７－５８）

受講者定員 １０名（最低５名以上で実施）

講 習 期 間 平成２３年７月上旬～１０月下旬まで（２８日間予定）

講 習 時 間 毎週（月・水・金）予定 ６：３０～９：００

受 講 料 ２５，０００円

講 習 内 容 建築一般�・建築１般�・安全管理・施工計画

品質管理・工程管理・法規�・法規�・実地全般

受 験 資 格 （実務経験）

高等学校（指定学科）卒業後３年以上

指定学科以外４年６ヶ月以上 その他の者８年以上

大学・専門校により実務経験は異なります

試 験 日 平成２３年１１月１４日�

※詳しくは右記学院まで 長崎建設技術専門学院 ℡０９５‐８６１‐９２６１

仲間の家族からの投稿 食卓を囲んでハイ“チーズ”
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